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　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　行　辰朗
奄美市農業委員会第４回定例総会議事録

１．招集日時　　平成２５年４月２３日(火)　　午前１０時～
２．招集場所　　奄美市農業研究センター会議室
３．出席委員
	番号
	氏　　名
	番号
	氏　　名

	　1
	與島　文雄
	12
	屋島　良幸

	　2
	山下　典仁
	13
	喜野　和也

	　3
	吉　　卓男
	14
	中村　秀明

	　4
	昇　　睦朗
	15
	松元　修一
	

	　5
	山田　良光
	16
	肥後　安美
	

	　6
	榮　　清志
	17
	
	

	　7
	前田　孝德
	18
	志岐　清夫

	　8
	行　　辰朗
	19
	赤﨑　重雄

	　9
	前山　重一郎
	20
	榮　　清安

	10
	南　　利郎
	21
	野﨑　清志

	11
	松崎　文好
	22
	


４．欠席委員　　泉　智宜委員　　福原　秀和委員
５．議事に参与した者

　　事務局長　　澤　修平　　  事務局次長　　山下文次
　笠利分室長　中尾豊和　
住用分室長　納　保敏　　　住用分室主幹　用稲工巳　
６．報告事項

　　　　・出張報告(会長・局長、次長)
　　　　・かごしま農業農村整備・水土里の会による地元関係者との農業農村

　　　　　についての意見交換会について
　　　　・５月定例総会日程について
７.議事日程

　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第19号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第20号　農地法第４条の規定による許可申請について

議案第21号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第22号　非農地の認定について

議案第23号　名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について
議案第24号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について

議案第25号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定

について
（4） 協議事項

・農業委員名簿ついて
・農業者年金の加入推進について

・全国農業新聞の購読及び推進について

（5） その他
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２０人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２５年第４回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は泉委員・福原委員）
それでは、議事日程に入ります

日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に７番 前田孝德委員と８番 行　辰朗委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は日程通知のとおり議案第１９号から議案第２５号までの７件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが，これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は１日と決定いたしました。
本日の議案日程はあらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
それでは直ちに議案等の審議に入ります.

日程第3

議案第１９号農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（澤局長）

（事務局の朗読及び説明）　

№15につきましては、売買によります所有権移転でございます。土地は笠利町手花部字アサト原になります。受人はパッション・ウコン・マンゴーを栽培しており、規模拡大のための購入と思われます。下限面積は問題ありません。

　№16につきましても売買によります所有権移転でございます。受人はさと
うきび農家で規模拡大のための購入と思われます。農機具は耕耘機、草刈り
機等を所有しておあります。下限面積は問題ございません。

　№17につきましても売買での所有権移転であります。受人は新規就農で営
農計画書も添付され、マンゴー、タンカンの栽培を計画しております。ま
た、議案第24号笠利地域利用権設定の74ページのNo6で827㎡の10年間を利用
権設定しており、合わせますと下限面積を超えます。
以上３件でございます。
農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべてみたしております。

(前山会長）
　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　南委員

（南委員）

　農地法第３条の規定により提出された議案第19号№15の受人について、報告をいたします。4月21日に電話で確認致しましたところ問題はないとのことでありました。ご審議よろしくお願いします。

（前山会長）
　譲渡人について、山田委員

（山田委員）
　18日午後6時頃調査をいたしました。申請書のとおり間違いないということです。以上です。

（前山会長）

　土地について、前田委員

(前田委員)
　3条申請の議案№15について、調査しましたので報告致します。4月22日午前8時15分頃笠利町大字手花部字アサト原1471-2、現況畑ということです。7ページの図面にありますように字アサト原1471-1、1，618㎡なっておりますが、4辺の一角にございます。現況は農地として除草されており、管理状況は良好でした。農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。委員の皆様のご審議方よろしくお願いします。

（前山会長）
　No16の受人、渡人、土地について、山田委員

(山田委員)

　農地法第3条の規定による許可申請の№16について、渡人、受人、土地について調査を19日いたしました。土地については、前にも調査をしたところであります。午後2時頃現地を確認しました。さとうきびが植えられていました。また、その日の夕方6時頃受人宅で聞きとりいたしました。申請書のとおり間違いないということでした。渡人の息子さんからお話を伺いました。この土地は以前に売買されており、今回、所有権を移転するということでした。なお、農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。皆様のご審議方よろしくお願いします。
　
(前山会長)

　№17について、榮委員

（榮委員）

　農地法第3条の規定による№17の件について、ご報告致します。
　先週の4月18日木曜日午後6時30分頃譲受人のご自宅において、直接お話を伺いました。人生60を機に夫婦で農業を携わろうとした矢先に主人が突如病気で他界されたそうです。生前に主人がマンゴーの苗木を購入し仮植えをしてあるということで、今回購入した土地に植える計画をしておりました。
息子さんも一緒に農業をするそうです。以上の観点からこの案件に問題はないものと考えております。以上です。

（前山会長）
　渡人、土地について、榮委員

（榮委員）

　農地法第3条の規定による№17について、報告致します。4月17日午前9時30分頃に渡人宅で話を伺いました。土地は赤尾木から用安に向かいまして、すぐ左側に民宿がありまして、民宿の後ろ側に今回、改良事業で農道ができました近くにあり、野菜が栽培されておりました。渡人が高齢のため、子供に任せてあるということで、息子さんに4月18日午前10時に仕事場で聞きとりいたしました。申請書を確認していただき、問題ないということでした。
尚、農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。ご審議方よろしくお願いします。以上です。

（前山会長）
それでは本案に対する質疑に入ります。

質疑ございませんか。№15について、松元委員
（松元委員）

　対価が記入されておりませんが、対価はいくらになりますか。

（前山会長）

　事務局

（中尾分室長）

　平成24年2月定例総会の3条の№7の笠利町大字手花部字アサト原1471番1の土地を購入した時に字アサト原1471番2も含まれて購入してありましたが今回の土地が漏れていましたということです。
（前山会長）
　他にございませんか。山田委員

（山田委員）
　土地の対価が１０アール当たり１３万円とありますが、これは土地改良したときの負担金ということです。

（前山会長）

　他にございませんか。№17について、これも売買です。

質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第１９号農地法第３条の規定による許可申請については、担当調査員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか。
(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。
よって

議案第１９号農地法第３条の規定による許可申請については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　
日程第４
　議案第２０号農地法第４条の規定による許可申請についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読及び説明)
№3につきましては、一般住宅を建設するため農地の転用申請でございます。土地の面積は1，325㎡の内348.7㎡を転用予定であります。申請地は笠利町須野集落内にあり周辺は住宅があり農用地区域外の農地で小団地で生産性の低い農地であるため、農地区分は第2種農地と判断いたします。以上1件でございます。

（前山会長）

 本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
吉委員
（吉委員）

　農地法第４条の規定による許可申請の議案第20号№3について、調査報告いたします。4月17日水曜日午前10時30分に申請人に直接会って話を聞くことができました。申請人の職業は土木作業委員と農業に従事していて、今回の申請は住宅建設が目的であります。現在、辺留集落の市営住宅に住んでいて、このたび両親の住宅が道路拡張工事で立ち退きとなり、長男である申請人が親と同居するため申請地の転用を希望するものであります。また、資金は自己資金と立ち退き補償金等を活用するとのことであります。住宅建設は許可が下り次第工事に入るとのことで、特に問題はないと考えます。ご審議をお願いいたします。
（前山会長）

　土地について、野﨑委員

（野﨑委員）

　吉委員から説明がありましたが、4月19日現地におきまして、吉委員、昇委員、私と申請人立ち会いの下、調査を致しました。申請人は現在、辺留の市営住宅に住んでおります。両親の家が道路拡張に伴い立ち退きを余儀なくされており、両親も高齢のため長男でもあります申請人と同居をするため新築するということでした。土地は現在、野菜・バナナ・果樹が植えられておりました。委員の皆様のご審議よろしくお願いいたします。以上です。
（前山会長）

　昇委員
（昇委員）
　議案第20号農地法第4条の規定による許可申請議案No4について、調査報告いたします。お二人の委員から報告がありましたが、去る4月19日金曜日午後1時30分から申請地現場において、委員3名、分室長、申請人が集まり調査を行いました。この集落における基幹道路である県道改良計画に伴い住居移転を余儀なくされたための農地転用申請であります。宅地に必要な面積348.7平方メートルを1,325平方メートルの農地から分筆をするための測量など準備は整えられております。土地は現在、野菜類が植えられております。妥当な申請であると認めます。以上報告します。
（前山会長）
　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
　質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第２０号農地法第４条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第２０号農地法第４条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたしました。

（前山会長）
日程第５
　議案第２１号農地法第５条の規定による許可申請についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読及び説明)
　№11につきましては、駐車場を建設するため農地の転用と権利移動でございます。現座、臨時駐車場として利用しており、始末書が添付されております。申請地は土地区画整理法第2条第1項に規定する土地区画整理事業の施工に係わる区域内にある農地であるため、農地区分は第3種農地と判断されます。
№12については、個人による一般住宅を建設するための農地の転用と権利移動でございます。申請地と並んで宅地に住居と倉庫があります。一部、申請地に入り込んでおります。この宅地と申請地は水害が度々発生しているため、嵩上げをして新築を予定しております。また、申請地と宅地はブロック塀で囲まれており農地と分離されております。申請地は、集落内にある農地で農用地区域外の小団地で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断いたします。

　以上２件でございます。
（前山会長）　

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　行委員
（行委員）
　議案第２１号農地法第５条による許可申請について、事前調査報告を致します。議案番号№11所有権の移転について、4月17日午前10時に受人の医療施設を訪問いたしましたが、受人は診療中で受人の奥様と直接面談をしました。来院患者が多くなり車で来られる方の駐車場が不足のため、許可申請を申し込んだとのことでした。資金調達は市内の銀行から借りる予定ということです。地番、地目、面積等、申請書に間違いないとのことを確認しましたので報告いたします。また、土地については始末書に書かれているように臨時駐車場として使用されておりました。隣接する土地は空き地で裏の方は建物が建っていました。駐車場にしても問題ないと思います。ご報告終わります。
　
（前山会長）

　喜野委員

（喜野委員）

　農地法第5条係わります議案№11の件について、ご報告致します。4月18日15時に渡人と現地でお逢いし、聞きとりをいたしました。内容につきましては、土地の所在及び権利設定等は記載内容と間違いないことを確認しました。また、四方50メートル以内に畑等存在いたしませんので、現況も宅地で問題ないものと確認をいたしました。以上でございます。
（前山会長）

　№12について、事務局
（山下次長）

　議案第21号農地法第5条議案番号№12の案件につきましては、譲受人・譲渡人とも島外に在住しております。譲受人に4月19日金曜日16時45分頃と、また、譲渡人に4月22日月曜日午前10頃に、それぞれ電話で確認したところ、所有権移転は、申請書のとおり事実であることでしたので報告いたします。
（前山会長）

　土地について、榮委員
（榮委員）
　農地法第５条の規定による許可申請の№12について、報告いたします。4月19日午前10時に事務局の澤局長、山下次長と共に現地確認を行ないました。澤局長から説明がありましたとおり、周囲はブロック塀で囲まれており、宅地の一角に取り残されたという観を受けました。受人とまた、午前１１時２０分に渡人の両人宅で聞き取り調査を実施しました。受人はUターン者で現在の住居の隣接地を購入し物置と駐車場を整備する計画であります。受人、渡人とも申請書のとおり間違いないということですので、報告いたします。
（前山会長）
　担当調査委員による報告が終わりました。これから本案に対する質疑に入ります。№11から№12について、質疑ございませんか。

 №12は始末書が必要と思われます。松元委員
（松元委員）

　186-3にあるのが、古い住宅ですか。

（前山会長）

事務局

（澤局長）
　45ページにある図面は、新しく家を建てたときの配置図で、45-1ページにあります配置図が現況図であります。184番1号にあります住宅が現在の住宅です。

（前山会長）

　他にございませんか。昇委員
（昇委員）
　譲受人、譲渡人とも島に住んでいませんが、帰ってくるということですか。

（前山会長）
　現在、譲受人の義父母が住んでいるそうです。

他にございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第２１号農地法第５条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第２１号農地法第５条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたしました。
暫時休憩いたします。
　
（前山会長）

休憩前に引き続き再会します。

日程第６
議案第２２号非農地の認定についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読と説明)

　№4でございますが、申請地は根瀬部集落の海岸側に面し大和村へ向かって県道の左側にあります。昭和42年に市が購入し宅地として分筆登記も済んでおりますが、字絵図に分筆したのが記載されていないのが判明し、今回の証明願いを提出したということです。
　№5につきましては、奄美空港の真向かいに申請地があり、昭和63年1月に5条の許可を受け新築しましたが、これも先ほどの案件と同じで登記の地目が宅地に変更されていないのが、分かり今回の証明願いであります。
　№6につきましては、昭和60年頃に住宅が建てられましたが、その後空き家になり64・65ページにありますような状況であります。宅地の中に127㎡農地が含まれているための証明願いであります。また、周囲は住宅が密集しており、山裾で急傾斜防護壁があります。以上3件でございます。ご審議よろしくお願いします。

（前山会長）

　本案に対する担当調査委員による、調査意見の報告を求めます。

事務局
（山下次長）

　議案第22号非農地の認定についての議案番号№4の案件につきましては、願出人5名に4月19日から4月20日にかけて、それぞれ電話で確認をしたところ非農地証明願いのとおり事実であることでしたので報告いたします。

（前山会長）

　土地について、行委員
（行委員）

　非農地申請議案番号№４について、ご報告いたします。
申請地の隣は私の倉庫で以前は市営住宅が建っていましたが、現在は更地になっています。海岸端で台風時には潮風を受け、農地には使用できない土地です。以上でご報告を終わります。

（前山会長）

　№５について、事務局
（中尾分室長）

　議案第22号非農地の認定について№５の案件につきましては、願出人に4月21に日曜日20時10分と4月23日火曜日6時50分に電話で確認をしたところ、非農地の認定についての申請書のとおり事実であるとのことでしたので報告いたします。
（前山会長）

　肥後委員
（肥後委員）

　議案第22号№５非農地の認定申請の土地について、調査をいたしましたので報告いたします。4月19日午後3時より現地において、笠利分室の中尾さん、委員の昇、肥後、松崎4人で調査をいたしました。事務局からの説明もありましたが、申請の土地は奄美空港の県道を挟んだ真向かいにあり、昭和63年頃より奄美空港の開港に伴い食堂やレンタカーの営業のため店舗を建てて営業をいたしておりました。その経緯については、昭和63年1月に5条申請がされ、昭和63年9月28日に県知事より許可がおりて、所有権が移転され、所有者の名前も変更されており一連の手続きは終わった様に見えますが、今回、登記簿を確認したところ地目が畑のままという理解しにくい本件でありますが、申請人が法務局に相談したところ、県知事の許可書の本物か農業委員会の非農地証明を提出するようにという指導を受け、今回の申請に至ったということです。念のため前の所有者にも本日の23日7時30分に電話で確認したところ、申請人からも連絡がきていますとのことで、何も問題もありませんとのことでした。以上の様な現場の状況で、いきさつから考えてもこの申請に対し許可することに問題はないと考えます。以上です。
（前山会長）

　南委員
（南委員）
　議案第22号非農地認定については、先ほど肥後委員が申し上げたとおりであります。

（前山会長）

　昇委員

（昇委員）

　議案第２２号№５の非農地願いについて、去る4月19日金曜日午後3時に頃申請地において、委員2名、分室長が集まり現地調査を行い、意見交換を行いました。この件は過去昭和63年9月に転用許可を旧笠利町の業委員会審査ののち県知事の許可までおりている案件であり、地目が変更されていないという一連の経過を裏付ける資料があり、既に10数年前から新空港の供用開始に合わせて転用し、商売が営まれている農地であります。しかも当時の笠利町行政においても新空港周辺一帯を開発促進のため決議が議会でなされた経緯もあり、そういう経過の中で、先ほど委員が申し上げたように理解しがたい所有権移転はなされているが、地目の変更がなされていないという現実があるようです。申請は妥当と考えます。以上報告します。
（前山会長）

　№６について、事務局
（山下次長）

　議案第22号非農地の認定について、議案番号№６の案件につきましては、願出人に4月22日月曜日8時30分に電話で確認したところ非農地証明願いのとおり事実であるとのことでしたので報告いたします。

（前山会長）

　土地について、行委員

（行委員）

　非農地申請議案番号№６について、ご報告いたします。4月17日午前11時に土地の確認を行いました。土地は柳町の山裾にあり、周り三方は民家で囲まれていました。建屋は廃墟で屋根はツル草で覆われていました。以上でご報告を終わります。

（前山会長）

　調査委員による報告が終わりました。これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。松元委員
（松元委員）

　53ページに字絵図がありますが、左側の変更前の図面の814-1が右側の変更後の図面に814-3とありますが、このように変更になるということですか。
（前山会長）
　814-1を分筆して変更後の図面になるようにするということです。
協議会に移します。
（前山会長）

正会に返します。　他にございませんか。

　(「なし」の声あり)

他に質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第２２号非農地の認定については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか

(「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。

よって

議案第２２号非農地の認定については審議の結果，これを認めることに決定いたしました。

日程第７
　議案第２３号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑ございませんか。
　
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第２３号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２３号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
（前山会長）
　この議案の№４と№９につきましては、昇委員、前田委員に関連する案件が含まれておりますので、先に№１から№３と№５から№８を審議いたします。
日程第８
　議案第２４号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についての№１から№３と№５から№８についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑ございませんか。
　
 (「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第２４号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についての№１から№３と№５から№８については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２４号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定についの№１から№３と№５から№８については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
№4の議案につきましては、昇委員に関連する事案が含まれておりますので、農業委員会法第24条の規定に基づき議事参与の制限により、当事案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案が終了後に入室・着席していただきます。

議案第２４号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についての№４についてを議題といたします。

　　質疑ございませんか。
　

 (「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第２４号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についての№４については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２４号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定についの№４ついては、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
№９の議案につきましては、前田委員に関連する事案が含まれておりますので、農業委員会法第24条の規定に基づき議事参与の制限により、当事案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案が終了後に入室・着席していただきます。

議案第２４号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についての№９についてを議題といたします。

　　質疑ございませんか。
　

 (「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第２４号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についての№９については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２４号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定についの№９については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第９
　議案第２５号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

（前山会長）

　質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第２５号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２５号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の合意解約決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
以上で、本日に用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
連絡事項等があるようですから、これから協議会へ移します。

(前山会長)

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします

　お疲れ様でした。
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